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はじめに

中小河川流域地盤の可視化を目的に、平成 年度か

ら地盤の 次元モデル化に取り組んでおり、これまで、

区部、北多摩地区の 次元モデルの作成に取り組んで

きた。令和 年度は、残された南多摩地区の 次元モデ

ル化を進めるとともに、都内地盤全体 次元地盤図の公

開を目指し「東京都地盤情報活用システム」の取り組み

を進めた。

ここでは、南多摩 次元モデル作成と東京都地盤情報

活用システムについて紹介する。

南多摩 次元地盤モデル作成

南多摩地区の地盤は、河川沿い地域を除くと、丘陵

地に分布する地層は、鮮新世から更新世にかけて堆積し

た地層（上総層群）から構成されている。多摩地区での

地盤調査ボーリングの分布は、地域が偏っており、かつ

調査深度が浅いことから、ボーリング資料から 次元地

盤図作成は困難である。そこで、多摩丘陵を構成する上

総層群を対象にした 次元地盤図の作成を試みた。

多摩丘陵

都内域での

上総層群は、

下位から大

矢部層、平山

層、連光寺
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に区分され

ている。大栗

川、乞田川流

域では、これ

表 南・北多摩地区の層序表

多摩丘陵西部 北多摩地区
ローム層
武蔵野礫層

御殿峠礫層
江戸川層
舎人層
城北砂礫層

出店層 東久留米層
稲城層 府中砂礫層
連光寺層 富士見砂層
平山層 神宝砂層
大矢部層 北多摩層
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ら地層の上位に御殿峠礫層が分布している（表 １）。

増田（ ）は、多摩丘陵の地質について論じており、

ここでは平山砂層、連光寺互層相当層、連光寺上部層、

稲城砂層の基底等深線図が示されている。

そこで、この増田による基底等深線図を引用させてい

ただき、南多摩地区の上総層群 次元地盤モデルの作成

を試みた（図 ）。

北多摩地区の上総層群は、遠藤（ ）、遠藤ほか（ ）

ほか、川島ほか（ ）により、下位より、北多摩層、

神宝砂層、富士見砂層、府中砂礫層、東久留米層、城北

砂礫層、舎人層、江戸川層に区分されており、各層の基

底等深線図が示されている。そこで、これらの基底等深

線図を用いて上総層群の 次元地盤モデルを作成した

（図 ）。

東京都地盤情報活用システム

平成 年度から始めた地区ごとの地盤の 次元モデ

ルはほぼ完了したことから、これら地盤図を統合し、次

メッシュ（ ㎞× ㎞）ごとの 次元モデルを作

成した。

次元地盤モデルでは格子間隔は約 × ｍ

とし、地層面サーフェイス 、 、 形式で作

成し、ダウンロードが可能である（図 ）。

簡単な操作法を述べる。

次元モデルの表示

次元モデル画面から検索する地域を選び、次

メッシュをマウスで指定すると、① で開く（グラ

フィックライブラリ‐地盤モデル）、② （地盤モデル）、

③ （デジタル ライブラリー地盤モデル）が表示

される。ここで、①の で開く（地盤モデル）をク

リックすると、 次元地盤モデルが表示される（図 ）。

次元地質断面図の表示

次元メッシュ上で、任意の 地点を指定すると、 地

点を結ぶ地質断面図が作成される（図 ）。

まとめ

これまで作成してきた地域ごとの 次元地盤モデルを

統合することにより、都内地盤全体の可視化が可能にな

った。 次元地盤を可視化することにより、特に、南多

摩地区の地盤と北多摩地区の地盤の関係を明らかにす

ることができた。

現在、 次元地盤の 公開に向けて、ユーザーテス

図 次元モデル

図 メッシュ別 次元地盤図

図 地質断面図の作成

トまでの準備を進めている。今後、職員をはじめ建設・

設計業界などで３次元地盤モデルを活用していただき

や の促進を図っていきたい。
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